
自己紹介

本日は貴重なお時間を頂戴し、ありがとうございます

【貢献領域】
｢自分らしく社会に参加できる若者｣を育む高校への改革支援を通した地域創生を志向し、
高校と地域の協働に関する政策提言から現場への実務支援までワンストップで対応。

【略歴】
1965年3月 岐阜県岐阜市生まれ
1989年3月 広島大学大学院教育学研究科修了（理科教育学）

【職歴】
1989年4月～2017年3月 岐阜県立学校 教諭 （中学校教諭1年・県博物館職員4年を含む）
2017年4月～2020年3月 大正大学地域構想研究所 教授
2020年4月～ 現職

【主な役職】
2015年5～12月 文部科学省 中央教育審議会 学校地域協働部会 専門委員
2018年5月～ 文部科学省 高等学校教育改革に関するアドバイザー
2019年1月～ 同省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」企画評価会議 座長
2019年9月～ 全国高校生マイプロジェクト実行委員会 顧問
2020年4月～ 総務省 地域力創造アドバイザー

大正大学 地域創生学部 教授 浦崎 太郎

これから お伝えすること

● コロナ禍の今だからこそ
｢探究｣や｢地域協働｣を推進する必要性は高い

● 鍵は「大人の探究コミュニティ」確立

そして今は、千載一遇のチャンス ！

その結果、コンソーシアムが機能

・教職員と地域諸氏
・学校の内外で

● 今後「探究｣や｢地域協働｣は全ての高校に必要

本日の出席校は先駆者たる使命感とプライドを
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就職氷河期

学力低下問題

規格品を大量生産
することによって

個人も組織も国も
豊かになれた社会

知識の陳腐化が速く
環境の変化に応じて

新しい価値を創出する
必要性が高い社会

日本は成功 日本は出遅れ
過去の成功体験を引きずる

社会の“種類” と 次世代の育成

■ Society ２.０ （農耕社会） ‥ 均質性重視
・ 先祖伝来の土地や文化をそのまま継承
・ 個性や抜きん出た才能は不要

■ Society ３.０ （工業社会） ‥ 均質性重視
・ 「規格品の大量生産」が富の源泉
・ 人も「規格品の大量生産」 ‥個性は封印

■ Society ４.０ （情報社会） ‥ 多様性重視
・ “三人寄れば文殊の知恵”が富の源泉
・ 「個別最適化」で熱情や個性を徹底開放
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Society2.0→4.0の移行例（北海道浦幌町）

東京の大手企業から社員を副業で迎えて地方創生

地元・浦幌の関係者（林業・まちづくり）と
副業で十勝に来訪する大手企業社員で
「古材風新材」を販売する会社を設立

Society2.0→4.0の移行例（北海道浦幌町）

異質な者が出会い、対話を深めることで、
強みを活かしあい、弱みを補いあう道が開け、
新しい価値の創出に成功した ‥各々単独では無理
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高校生に対する意識・態度

■ Ｓｏｃｉｅｔｙ ２.０
・ 人は生まれ育った地で生きていくものだ。
・ 地域の担い手は地元出身者だ。
・ 進学や就職で外に出すな！
・ 長老の言うことを聞け！
・ 今まで通りのやり方に従え！
・ 勉強させるな！ ‥ 出たら帰ってこないから
・ 郷土愛を植え付けろ！
・ 外に出ても戻って来い！
・ 言うことを聞く者なら 外来者は歓迎！

高校生に対する意識・態度

■ Ｓｏｃｉｅｔｙ ４.０～
・ 生きる道は“三人寄れば文殊の知恵”だ。
・ 自分ならではの才能を存分に伸ばせ！
・ 最大限に成長&表現できる環境を選べ。
・ 才能をフルに活かせるところで生きよ。
・ 専門性を高めて広い世界を渡り歩け！
・ 地元に戻ることは優先しなくてよい。
・ この地で成長&表現したい若者は大歓迎！
・ この地にある資源を活かして、

何かを一緒に創り出していける人物は大歓迎！
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個別最適化 と 地域課題解決

“社会に参加する”

9

10

文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」（高等学校による研究開発）担当者会議（R2.7.30） 企画評価会議 座長挨拶　

－ 5 －



地
域
課
題
発
見
・解
決

（
地
域
素
材×

探
究
能
力
）

個
別
最
適
化

（
問
い
に
当
事
者
性
）

個別最適化 と 地域課題解決

ふるさと教育

“自分らしく社会に参加する”

地域との協働による高等学校教育改革推進事業

「地域との協働による高等学校～事業」の重要性

② 理解していること・できることをどう使うか （思考力・判断力・表現力）

③ どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか
（学びに向かう力・人間性等）

① 何を理解しているか 何ができるか （知識・技能）

新･学習指導要領の軸となる「育成をめざす資質・能力」の三本柱

“自分らしく社会に参加する”

高校教育改革の本流
探究や地域連携が好きな高校だけの事業ではない ＝ 全ての高校に必要

日本中の高校生に届けるべき学び
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コロナ禍によって分かったこと

● 探究や地域連携に情熱を注いできた高校では
臨時休校によるダメージが小さかった。
（本事業の採択校には本日の発表校以外にも該当校多数）

● コロナ禍に伴う臨時休校によるダメージが深刻だった。

より具体的には

● 臨時休校中も生徒は主体的に学びつづけた。

● 自発的に「コロナ禍に立ち向かう」生徒さえ現れた。

対照的に

● 突然の臨時休校により、改革の進捗度が表面化した。

● 高校教育改革とコロナ対応はセットで考える必要性。

ここまでの内容は 配付資料の『かわら版 vol.57』をご覧ください
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修得主義に基づく学校運営

生徒は｢自分らしく｣
社会に参加する経験

到達目標を達成できる
可能性が高いので、学習
成果を｢教室に存在｣した
時間で計る必要性は低い

履修主義に基づく学校運営

到達目標を達成するのが困難な
ため、実際に多くの時間を必要と
するほか、学校や教師には「教室
に存在した時間で学習成果を
認定する、形式要件による免責｣
を願望する意識が強くなる。

管理強化
他責に伴う被害を未然に
回避するために外ヅラを
良くする必要性から、また
無念から、生徒の支配に
走る危険性が高くなる。

土曜授業実施・夏休み短縮・
9月入学による帳消しを画策

今日｢助け合い｣に対するハードルは劇的に低下

臨時休校
（まもなく本格再開）

今ここ

2月27日

ピンチをチャンスに変えて 意志ある未来へ成り行きの未来 面倒なことが嫌で過去帰り

Copyright© 2020 by Taro URASAKI

（大人の都合を優先し、子供･若者に犠牲を押しつける） （子供･若者のために大人が自己変革を遂げ、教育改革を実現）

疲 弊

探究や
地域連携は
真っ先に縮小

文部科学省がすすめる
高校教育改革の方向性

“夢中は努力に勝る”

臨時休校によって停滞？

多くの高校は教育改革への道を逆走中

高校に染みついている体質
（高校教育改革の背景）

学校再開後に再燃・疾走

“偏差値のために努力する”
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高校教育改革

本質的な
コロナ対策

（学習継続計画）

修得主義に基づく学校運営

到達目標を達成できる
可能性が高いので、学習
成果を｢教室に存在｣した
時間で計る必要性は低い

生徒は｢自分らしく｣
社会に参加する経験

学校・保護者・地域の関係性が
｢一緒に解決策を探っていこう｣だと

● 教師は｢生徒のために頑張ろう｣と
学習・成長意欲が高まる。

● 生徒は、学びのフィールドが広がり、
興味を起点に探究しやすくなるほか、
安心して挑戦できる。
（コンソーシアム）

● 断片化された個人には描けない
有効な解決策が浮かび
各者の当事者性・参画性が高まる。

大人の探究コミュニティ

17

18

文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」（高等学校による研究開発）担当者会議（R2.7.30） 企画評価会議 座長挨拶　

－ 9 －



修得主義に基づく学校運営

到達目標を達成できる
可能性が高いので、学習
成果を｢教室に存在｣した
時間で計る必要性は低い

ピンチをチャンスに変えて 意志ある未来 へ

高校教育改革が進展

本質的なコロナ対策

大人の探究コミュニティ

（助けあい・連携）

地域連携をコロナ禍の今だからこそ推進すべき必然性・必要性については
配付資料の『キャリア・ガイダンス』vol.433（2020年7月号）をご覧ください
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新時代の高校像 と スクール・ミッション

中央教育審議会 初等中等教育分科会
第１１回 新しい時代の初等中等教育の在り方特別部会 （令和2年７月１７日）
「新時代に対応した高等学校教育の在り方」（論点整理）

高校が“生徒に縁のある地域の多様な人々”とともに

・ 20～30年後、どんな世の中になるのか？

・ 地域をどうしていけばよいのか？
・ どんな次世代を育てていけばよいのか？
・ どのように役割を果たしあっていけばよいのか？

を探究した上で、自校が社会の未来に果たすべき使命を
明確化し、各校が使命の達成に必要な教育課程を柔軟に
編成できるよう、弾力化した方がよいのではないか？

● スクール・ミッションや普通科改革が打ち出された文脈

ＶＵＣＡ 対応

今回 お伝えしたこと

● コロナ禍の今だからこそ
｢探究｣や｢地域協働｣を推進する必要性は高い

● 鍵は「大人の探究コミュニティ」確立

そして今は、千載一遇のチャンス ！

その結果、コンソーシアムが機能

・教職員と地域諸氏
・学校の内外で

● 今後「探究｣や｢地域協働｣は全ての高校に必要

本日の出席校は先駆者たる使命感とプライドを
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地
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高校生と
地域の関わり

教育課程過去の相対化

始
め
の
一
歩

各生徒の意識変容に
焦点を当てる重要性

今日的な適性規模

地方創生
地域人材育成

連携組織 （地域探究の基盤）

拡充

対
話

｢学びの土壌｣充実

連
携
の
鉄
則

主体的な学び
（自走性向上）

学びの継続性向上

各生徒の興味関心と
地域素材をマッチング

地域にフィールドを拡張した課題発見・解決学習

文部科学省 令和2年度 ｢地域との協働による高等学校教育改革推進事業｣

高等学校における研究開発 担当者会議 （令和2年7月30日）

企画評価会議座長 挨拶

大正大学地域創生学部 教授

浦 崎 太 郎
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